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師
範
試
験
実
施
要
項

▽
第
六
十
六
次
漢
字
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
三
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体　

楷
書
》

	
	

梅
花
雪
犹
寒　
（
塩し
お
や
の屋
古こ

ま

ろ
麻
呂
）	

〈
２
０
２
３
年
１
月
号
〉

	
 

　

読
＝
梅ば

い

か花　

雪ゆ
き

猶な

お
寒さ

む

し

 
 

　

註
＝
梅
の
花
に
か
か
る
雪
も
や
は
り
ま
だ
寒
い
が
、
早
春
の
景
も
風
情
の
あ
る
も
の
だ
。

 

・
臨　

書　

賀
蘭
汗
造
像
記　

十
三
字

	
	

大
將
軍
廣
川
王
賀
蘭
汗
。
造
弥
勒
像

 
 

　

読
＝
大
將
軍
・
廣

く
わ
う
せ
ん川

王
の
賀が

蘭ら
ん
か
ん汗

の
爲
に
、
弥
勒
像
を
造
る

 

・
随　

意
《
書
体　

行
草
書
》

	
	

天
連
嵩
嶽
寒
雲
盡　

馬
度
黃
河
春
草
生　
（
謝し
ゃ
し
ん榛
）	

〈
２
０
２
３
年
12
月
号
〉

 
 

　

読
＝
天て

ん

は
嵩す

う
が
く岳

に
連つ

ら

な
っ
て
寒か

ん
う
ん雲

尽つ

き　

馬う
ま

は
黄こ

う

河が

を
度わ

た

っ
て
春

し
ゅ
ん
そ
う草

生し
ょ
うず

 
 

　

註
＝
遠
い
嵩
山
の
方
を
眺
め
る
と
冬
の
雲
は
な
く
、
黄
河
を
渡
り
終
え
る
と
辺
り
は

 

　
　
　
　

春
の
草
で
満
ち
て
い
る
。
●
嵩
岳
＝
山
名
。
河
南
省
登と

う
ふ
う封

県
の
北
に
あ
る
嵩
山
。

 
 

　
　
　

五
岳
の
一
つ
。
●
黄
河
＝
揚
子
江
（
長
江
）
に
次
ぐ
中
国
第
二
の
大
河
。
渤ぼ

っ
か
い海

に

 
 

　
　
　

注
ぐ
。
※
度
は
渡
に
同
じ
。

▽
第
六
十
六
次
か
な
部
課
題

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
三
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕 

を
提
出
す
る

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

 
 

村む
ら
さ
め

雨
の
露つ

ゆ

も
ま
だ
ひ
ぬ
ま
き
の
葉は

に
霧

き
り

立た

ち
の
ぼ
る
秋あ

き

の
夕

ゆ
ふ
ぐ
れ暮

（
寂
蓮
）

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
６
月
号
〉

 
 

　

註
＝
村
雨
が
通
り
過
ぎ
て
、
そ
の
雨
の
露
も
ま
だ
乾
か
な
い
、
ま
き
の
木
の
葉
に
、

 
 

　
　
　

霧
が
湧
き
、
立
ち
の
ぼ
る
秋
の
夕
暮
れ
で
あ
る
よ
。

 

・
臨　

書　

関
戸
本
古
今
集
（
伝　

藤
原
行
成
）　

	
	

せ
み
の
こ
ゑ衛

支

遣

盤

可

那

き
け
ば
か
な
し
な
ゝ
つ
ご
ろ
も
う有

須

九

す
く
や
人
の
な
ら
む無

と
お
も
へ遍

盤ば

	

・
随　

意
《
書
体　

自
由
》

	
	

山さ
ざ
ん
く
わ

茶
花
の

莟
つ
ぼ
み

こ
ぼ
る
る
寒さ

む

さ
か
な
（
芥
川
龍
之
介
）

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
11
月
号
詩
文
書
課
題
〉

 

　
　

註
＝
山
茶
花
の
花
が
散
り
敷
い
た
中
に
、そ
の
莟
ま
で
が
落
ち
て
い
る
。そ
の
景
に
一
入

 
 

　
　
　

寒
さ
が
感
じ
ら
れ
る
、の
意
。開
か
ず
に
落
ち
た
莟
に
寒
さ
が
と
ら
え
ら
れ
た
句
。

▼
第
二
十
四
次
詩
文
書
部
課
題

　

次
の
作
品
三
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	
	

来き

て
見み

れ
ば
雪ゆ

き

消げ

の
川か

は

ベ
し
ろ
が
ね
の

柳
や
な
ぎ

ふ
ふ
め
り
蕗ふ

き

の
薹と

う

も
さ
け
り
（
斎
藤
茂
吉
）

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
１
月
号
〉

 
 

　

註
＝
川
辺
に
来
て
み
る
と
、
雪
ど
け
の
中
に
早
く
も
柳
が
白
銀
の
色
の
芽
を
ふ
く
ら

 
 

　
　
　

ま
せ
、
足
も
と
に
は
蕗
の
薹
が
細
か
い
花
を
開
い
て
い
る
こ
と
だ
。

 

・
臨　

書　
〔
い
ろ
は
歌
〕
い
ろ
は
歌
を
半
切
に
揮
毫
、
得
意
な
古
法
帖 

（
限
定
は
し
な
い
） 

に
て
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

全
部
ひ
ら
が
な
で
も
よ
い
。

 
 

い
ろ	

（
色
）	

は
に
ほ	

（
匂
）	

へ
ど
ち	

（
散
）	

り
ぬ
る
を

	
	

わ	

（
我
）	

が
よ	

（
世
）	

た
れ	

（
誰
）	

ぞ
つ
ね	

（
常
）	

な
ら
む

	
	

う
ゐ	

（
有
為
）	

の
お
く
や
ま	

（
奥
山
）	

け
ふ	

（
今
日
）	

こ	

（
越
）	

え
て

	
	

あ
さ	

（
浅
）	

き
ゆ
め	

（
夢
）	

み	

（
見
）	

じ
ゑ
ひ	

（
酔
）	

も
せ
ず

 

・
随　

意
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	
	

夕ゆ
ふ
が
ほ顔

を
蛾が

の
飛と

び
め
ぐ
る
薄は

く

暮ぼ

か
な
（
杉
田
久
女
）	

〈
２
０
２
３
年
７
月
号
〉

 
 

　

註
＝
ま
だ
暮
れ
き
ら
な
い
庭
の
景
。
夕
顔
の
お
ぼ
ろ
げ
に
白
い
花
の
周
囲
を
蛾
が
飛

 
 

　
　
　

び
回
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
幻
想
的
な
絵
の
如
き
句
。

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
準
師
範
。但
し
、『
日
本
書
道
院
展（
二
回
以
上
）出
品

	
	

経
験
者
』で
、満
二
十
才
以
上
で
あ
る
こ
と（
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
生	

ま
れ
ま
で
認
め
る
）。

一
、 

受	

験	

料　

一
万
二
千
円	

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、 

 
 

郵
便
振
替
に
て
同
時
に
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。

一
、
本
院
主
催
の
日
本
書
道
院
展
に
二
回
以
上
出
品
の
者（
部
門
不
問
）。第
七
三
回
展
出
品
も
可
。

一
、 

受
験
者
は
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。

 

　

申
請
書
は
、
返
信
料
と
し
て
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 

漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
合
格
者
は
認
定
料
と
し
て
七
万
円
納
入
の
こ
と
。
そ
の
証

	
	

と
し
て
認
定
証
を
授
与
す
る
。
認
定
証
の
姓
号
は
申
請
書
の
姓
号
に
よ
っ
て
作
成
す
る
。

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
一
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
添
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
準
師
範
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道

 
　

誌
発
表
の
月
） 

を
記
入
し
て
貼
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆

　
　

で
段
位
・
支
部
名
・
氏
名
を
記
入
の
こ
と
。 

一
、 
不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

師
範
試
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 

封
書
に
必
ず 

「
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。

◎
な
お
、
⑴ 
試
験
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
、
宛
名
、

　
　
　
　
　

 
住
所
明
記
の
も
の
）
を
同
封
の
こ
と
。

　
　
　
　

⑵ 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。
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▼
第
九
次
硬
筆
部
課
題　

次
の
課
題
を
〔
硬
筆
用
紙
〕
に
書
い
た
も
の
を
三
点
提
出
す
る

 
・
規　

定
《
楷
書
》

	
	

桜
筍
有
廚
憐
舊
雨　

鶯
花
無
夢
到
長
安
（
陸り
く
す
う
れ
い

嵩
齢
）	

〈
２
０
２
３
年
６
月
号
〉

 
 

　

読
＝
桜お

う

筍
じ
ゅ
ん
ち
ゅ
う

廚

有あ

っ
て
旧

き
ゅ
う

雨う

を
憐あ

わ

れ
み　

鶯お
う

花か

夢ゆ
め

無な

く
し
て
長

ち
ょ
う
あ
ん

安
に
到い

た

る

 
 

　

註
＝
台
所
で
ゆ
す
ら
う
め
の
実
と
竹
の
子
を
料
理
し
て
い
る
と
昔
な
じ
み
を
思
い
出

 

　
　
　
　

し
、
春
景
色
を
味
わ
う
間
も
な
く
長
安
へ
来
た
。
●
桜
筍
＝
ゆ
す
ら
う
め
と
竹

 

　
　
　
　

の
子
。
●
旧
雨
＝
古
い
友
。
●
鶯
花
＝
う
ぐ
い
す
と
花
。
春
景
色
を
い
う
。

 

　
　
　
　

●
長
安
＝
今
の
陝
西
省
西
安
市
。 

 

・
随　

意
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と　

書
体
自
由
》

	
	

鍛た
ん
れ
ん錬

を
重か

さ

ね
限げ

ん
か
い界

に
挑い

ど

む
選せ

ん
し
ゅ
た
ち

手
達
は
観か

ん
せ
ん
し
ゃ

戦
者
を
励は

げ

ま
し
憧

あ
こ
が

れ
を
抱い

だ

か
せ
る
。

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
４
月
号
〉

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

	
	

ひ
と
ふ
る
す春

さ
と
を
い
と
ひ
て
こ
し
か可

ど
も　

な
ら
の
み美

や
こ
も
う
き支

那な
ゝ
り
け介

利り

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
１
月
号
〉

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―

一
、 

受
験
資
格　

準
師
範

一
、 

受	

験	

料　

八
千
円 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、 

郵
便
振
替
に
て
同
時
に
本
院
宛
に

 
 

送
付
の
こ
と
。

一
、 

受
験
者
は
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。 

 
 

申
請
書
は
、
返
信
料
と
し
て
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、 

合
格
者
に
は
認
定
証
を
交
付
す
る
。
但
し
認
定
料
と
し
て
五
万
円
納
入
の
こ
と
。
認
定

 
 

証
の
姓
号
は
申
請
書
の
姓
号
に
よ
っ
て
作
成
す
る
。 

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
一
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
添
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
準
師
範
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道

 
 

誌
発
表
の
月
） 

を
記
入
し
て
貼
付
す
る
こ
と
。

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

師
範
試
験
作
品
は
硬
筆
用
紙
を
用
い
、 

封
書
に
必
ず 

「
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。

◎
な
お
、
⑴ 

試
験
の
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
返
信
用
封
筒
（
切
手
貼
付
、
宛
名
、
住

　
　
　
　
　

 

所
明
記
の
も
の
）
を
同
封
の
こ
と
。

　
　
　
　

⑵ 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

　
　

準
師
範
試
験
実
施
要
項

▼
第
七
十
六
次
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

〇
漢
字
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体　

行
草
書
》

 
 

桃
花
潭
水
深
千
尺　

不
及
汪
倫
送
我
情　

（
唐
）
李
白	

〈
２
０
２
３
年
３
月
号
〉

 
 

　

読
＝
桃と

う

か花
潭た

ん
す
い水　

深ふ
か

さ
千

せ
ん
じ
ゃ
く

尺　

及お
よ

ば
ず　

汪お
う
り
ん倫　

我わ
れ

を
送お

く

る
情

じ
ょ
う

に

 
 

　

註
＝
こ
の
桃
花
潭
の
水
の
深
さ
は
千
尺
も
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
深
さ
も
、
汪
倫
が

 
 

　
　
　

私
を
見
送
っ
て
く
れ
る
友
情
の
深
さ
に
は
、
と
て
も
及
ば
な
い
。

 

・
臨　

書　

集
王
聖
教
序
（
王
羲
之
）
十
六
字　

	
	

雲
露
方
得
泫
其
花
蓮
出
淥
波
飛
塵
不
能
汙

 
 

　

読
＝
雲う

ん

露ろ

方ま
さ

に
其そ

の
花は

な

を
泫う
る
お

す
を
得え

、
蓮は

す

の
淥ろ
く

（
漉
）
波は

よ
り
出い

で
た
る
に
は
飛ひ

塵じ
ん

 

　
　
　
　

も
（
其そ

の
葉は

を
）
汙け

が
す
こ
と
能あ

た

わ
ざ
る
が
ご
と
し
。

	

〇
か
な
部　

次
の
作
品
二
点	

〔
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕
を
提
出
す
る 

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	
	

歎な
げ

け
と
て
月つ

き

や
は
も
の
を
思お

も

は
す
る
か
こ
ち
が
ほ
な
る
わ
が
涙

な
み
だ

か
な

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
５
月
号
〉

 
 

　

註
＝
歎
け
と
い
っ
て
、
月
は
物
思
い
を
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
う
で
は
な
い
。

 

　
　
　
　

け
れ
ど
も
、
月
の
せ
い
だ
と
、
か
こ
つ
け
る
様
子
で
、
こ
ぼ
れ
落
ち
て
い
る
わ

 

　
　
　
　

が
涙
で
あ
る
よ
。

 

・
臨　

書　

高
野
切
第
三
種
（
伝　

紀
貫
之
）

 
 

う
め
の能

者

那

は
な
さ
き支

て
の
ゝ
ち
の能

み
な
れ
ば者

や　

す春

き
も
の
と
の能

み
ひ
と
の能

い
ふ
ら
ん

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
11
月
号
〉

▼
第
四
十
六
次
詩
文
書
部
課
題

　

次
の
作
品
二
点 

〔
何
れ
も
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
〕	

を
提
出
す
る 

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る	

 

・
規　

定
《
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
》

	
	

卯う

の
花は

な

や
水み

づ

の
明あ

か

り
に
な
く
蛙

か
は
づ

（
小
林
一
茶
）	

〈
２
０
２
３
年
５
月
号
〉

 
 

　

註
＝
卯
の
花
が
白
く
咲
い
て
い
る
。
夕
闇
が
迫
る
川
辺
の
水
明
り
に
蛙
が
鳴
い
て
い

 

　
　
　
　

る
、
の
意
。
印
象
鮮
明
な
美
し
い
景
で
あ
る
。

 

・
臨　

書　

（
楊
大
眼
造
像
記
）
五
字

	
	

仇
池
楊
大
眼

 
 

　

読
＝
き
う
ち
の
よ
う
た
い
が
ん

　
　

―	

受
験
に
つ
い
て
の
注
意	

―
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一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
と
も
六
段
。
但
し 

『
日
本
書
道
院
展
出
品
経
験
者
』
で
、

 
 

満
十
八
才
以
上
で
あ
る
こ
と	

（
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ
ま
で
認
め
る
）。

一
、 
受	
験	

料　

八
千
円	

（
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
の
別
） 

受
験
料
は
作
品
と
別
封
と
し
、

 
 

郵
便
振
替
に
て
本
院
宛
に
送
付
の
こ
と
。

一
、
本
院
主
催
の
日
本
書
道
院
展
に
一
回
以
上
出
品
の
者
（
部
門
不
問
）
。
第
七
三
回
展
出
品

　
　

も
可
。
毎
日
書
道
展
出
品
も
考
慮
す
る
。

一
、 

〆　
　

切　

十
月
二
十
一
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌

　
　

発
表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
又
、 

作
品
の
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛

　
　

筆
で
段
位
・
支
部
名
・
氏
名
を
記
入
の
こ
と
。 

一
、 

不
合
格
者 

（
規
定
違
反
も
同
じ
） 

は
そ
の
氏
名
を
発
表
し
な
い
。 

一
、 

受
験
作
品
は
白
画
仙
紙
を
用
い
、 
準
師
範
受
験
申
請
書
を
作
品
と
共
に
提
出
の
こ
と
。

　
　

ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」	

と
朱
書
の
こ
と
。 

一
、 

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、 

返
信
料
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。 

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。 

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
こ
と
。

◎
師
範
受
験
時
に
は
日
本
書
道
院
展
出
品
が
二
回
以
上
必
要
と
な
る
。
受
験
の
際
は
注
意
す

　

る
こ
と
。

▼
第
十
八
次
硬
筆
部
課
題　

次
の
課
題
を
〔
硬
筆
用
紙
〕
に
書
い
た
も
の
を
二
点
提
出
す
る

 

・
規　

定
《
書
体
自
由
》

	

　

人じ
ん
せ
い生

と
は
絶ぜ

つ
ぼ
う望

の
中な

か

に
ほ
の
か
な
夢ゆ

め

が
芽め

ぶ
き
歓か

ん
ら
く楽

の
中な

か

に
も
愁う

れ

い
が
漂

た
だ
よ

う
も
の
で
す
。

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
11
月
号
〉

 

・
臨　

書　

蘭
亭
序
（
王
羲
之
）
十
六
字

	
	

文
嗟
悼
。
不
能
喩
之
於
懐
。
固
知
一
死
生
為
虚

 
 

　

読
＝
文
に
（
臨
ん
で
）
嗟さ

悼と
う

せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
之
を
懐

こ
こ
ろ

に
喩さ

と

る
能
わ
ず
。
固も

と

よ
り
死

 

　
　
　
　

生
を
一
に
す
る
は
虚

 
 

　

註
＝
そ
の
文
を
（
前
に
し
て
）
嘆な

げ

き
悼い

た

ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
を
心
に
さ
と
す

 

　
　
　
　

こ
と
が
で
き
な
い
。
も
と
よ
り
死
と
生
と
を
同
一
に
す
る
の
は
偽

い
つ
わ

り
で
あ
り
、

一
、
受	

験	

料　

五
千
円

　
　

準
師
範
受
験
申
請
書
は
、
返
信
料
84
円
切
手
を
添
え
て
本
部
へ
請
求
の
こ
と
。

一
、
〆　
　

切　

十
月
二
十
一
日　

発
表
十
二
月
号

一
、
作
品
に
は
申
請
書
に
貼
付
の
出
品
票
を
使
用
し
て
六
段
に
な
っ
た
年
月 

（
日
本
書
道
誌
発

　
　

表
の
月
）
を
必
ず
記
入
し
て
添
付
す
る
こ
と
。
ま
た
、 

封
書
に
は
必
ず 

「
準
師
範
応
募
」

　
　

と
朱
書
の
こ
と
。

　
　

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

	
	

　

昇
段
・
級
試
験
実
施
要
項	

▼
第
一
三
五
次
漢
字
部
・
か
な
部
課
題

	

第
一
部　

［
半
切
35
㎝
×
135
㎝
］
次
の
漢
字
又
は
、
か
な
（
各
書
体
自
由
）
を
半
切
の
場
合
は
、
縦
に

　
　
　
　
　

揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

〇
漢
字
部

○

白
酒
新
熟
山
中
歸　

黃
鷄
啄
黍
秋
正
肥　

（
唐
・
李
白
）	

〈
２
０
２
３
年
９
月
号
〉

 
 

　

読
＝
白は

く
し
ゅ酒

新あ
ら

た
に
熟

じ
ゅ
く

し
て　

山
さ
ん
ち
ゅ
う

中
に
帰か

え

る　

黄こ
う
け
い
き
び

鶏
黍
を
啄

つ
い
ば

ん
で　

秋あ
き
ま
さ正

に
肥こ

え
た
り

 
 

　

註
＝
ど
ぶ
ろ
く
が
新
し
く
出
来
上
が
っ
た
頃
、
山
中
の
我
が
家
へ
帰
っ
て
来
た
。
庭

 

　

 　
　
　

で
は
黄
鶏
（
茶
色
の
に
わ
と
り
）
が
き
び
を
つ
い
ば
ん
で
ま
る
ま
る
と
肥
え
て

 

　
　
　
　

お
り
、
秋
も
ま
さ
に
た
け
な
わ
で
あ
る
。

	

〇
か
な
部

○

き
り
ぎ
り
す
鳴な

く
や
霜し

も

夜よ

の
さ
筵

む
し
ろ

に
衣

こ
ろ
も

片か
た

敷し

き
ひ
と
り
か
も
寝ね

む
（
藤
原
良
経
）

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
10
月
号
〉

 
 

　

註
＝
蟋こ

お
ろ
ぎ蟀

の
鳴
く
、
霜
の
下
り
る
夜
の
寒
い
寝
筵
の
上
に
、
私
は
衣
を
片
敷
い
て
、

 

　
　
　
　

ひ
と
り
寝
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

四
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

㊟
漢
字
・
か
な
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
（
漢
字
・
か
な
）
を
半
切
１
―
２
（
35

　

㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
書
体
《
書
風
》
）
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
人
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
漢
字
（
楷
書
）
又
は
、
か
な
（
書
体
自
由
）
を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

〇
漢
字
部

○

好
古
敏
求
（
論
語
）	

〈
２
０
２
３
年
11
月
号
〉

 
 

　

註
＝
い
に
し
え
を
好
み
、
敏
に
（
さ
と
く
）
求
む
。
古
学
を
好
み
修
養
に
は
げ
む
。

	

〇
か
な
部

○

世よ

の
中な

か

は
常つ

ね

に
も
が
も
な
渚

な
ぎ
さ

こ
ぐ
海あ

ま士
の
小を

舟ぶ
ね

の
綱つ

な

手で

か
な
し
も
（
源
実
朝
）

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
12
月
号
〉

 
 

　

註
＝
こ
の
世
は
い
つ
も
変
ら
な
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。 

海
辺
を
漕
ぐ
漁
師

 

　
　
　
　

の
小
舟
を
綱
で
引
い
て
い
く
情
景
が
深
く
心
を
ひ
く
こ
と
よ
。

一
、 

受
験
資
格　

漢
字
・
か
な
と
も
二
級
以
下
の
も
の
〔
漢
字
作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏

　
　
　
　
　
　
　

名 
（
号
）
を
競
書
と
同
じ
く
筆
に
よ
っ
て
揮
毫
す
る
。
か
な
の
場
合
は
名

　
　
　
　
　
　
　

 

（
号
） 
又
は
雅
印
を
捺
し
た
う
え
に
、
左
下
隅
に
鉛
筆
で
級
と
支
部
名
、

　
　
　
　
　
　
　

姓
号
を
記
入
す
る
。
〕
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一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
五
百
円
。

一
、 
成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▼
第
四
十
六
次
詩
文
書
部
課
題

 

〇
第
一
部　

［
半
切
］ 

次
の
俳
句
〔
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
〕
半
切
35
㎝
×
135
㎝
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

　
　
　
　
　
　

※
形
式
は
半
切
の
場
合
は
縦
作
品
に
限
る	

○

鐘か
ね

ひ
と
つ
売う

れ
ぬ
日ひ

は
な
し
江え

ど戸
の
春は

る

（
榎
本
其
角
）	

〈
２
０
２
３
年
２
月
号
〉

 
 

　

註
＝
江
戸
は
流
石
に
繁
華
な
地
で
あ
る
。
売
れ
に
く
い
寺
の
梵
鐘
さ
え
売
れ
な
い
日

 

　
　
　
　

は
な
い
、
の
意
。
大
江
戸
の
春
の
繁
昌
ぶ
り
を
謳
歌
し
た
句
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

四
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

㊟
詩
文
書
受
験
者
の
事
情
に
よ
り
昇
段
試
験
の
課
題
を
半
切
１
―
２
（
35
㎝
×
68
㎝
）
に
二
点
（
書

　

体
《
書
風
》
を
変
え
る
か
縦
・
横
に
す
る
）
揮
毫
し
て
も
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

　

現
在
二
級
・
一
級
・
初
段
・
二
段
の
人
は
一
点
で
も
よ
い
。

	

〇
第
二
部　

［
半
紙
］ 

次
の
俳
句	

（
原
文
を
尊
重
す
る
こ
と
）	
を
半
紙
に
揮
毫
し
た
も
の
一
点

	

　
　
　

※
形
式
は
縦
作
品
に
限
る

○

青
あ
を
あ
ら
し嵐

鷺さ
ぎ

の
ゆ
く
へ
を
遠と

ほ
な
が眺

め
（
星
野
麦
人
）	
〈
２
０
２
３
年
６
月
号
〉

 
 

　

註
＝
一
面
の
青
田
の
上
を
強
い
風
が
渡
っ
て
行
く
。
遠
く
に
白
鷺
が
飛
ん
で
行
く
の

 

　
　
　
　

が
見
ら
れ
る
。
静
か
な
田
園
の
趣
で
あ
り
、
色
彩
感
豊
か
な
句
。

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
五
百
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

▼
第
二
十
次
硬
筆
部
・
昇
段
・
級
試
験
課
題

	

○
応
用
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点

	

・
今き

ょ

う日
は
人ひ

と

の
身み　

明あ

す日
は
わ
が
身み

だ
か
ら　

今き

ょ

う日
一い

ち
に
ち日

を
精せ

い
い
っ
ぱ
い

一
杯
生い

き
よ
う

	
	

	

〈
２
０
２
３
年
１
月
号
〉

一
、 

受
験
資
格　

一
級
以
上
の
も
の
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

三
千
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
六
段
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

	

○
基
礎
部　

次
の
課
題
を
［
硬
筆
用
紙
］ 

に
書
い
た
も
の
一
点
。

	

・
雪ゆ

き

を
か
ぶ
っ
た
嶺み

ね

が
天て

ん
た
か高

く
そ
び
え
神か

み
や
ど宿

る
山や

ま

と
も
言い

わ
れ
る
富ふ

じ士
の
山や

ま

。

	
	
	

〈
２
０
２
３
年
２
月
号
〉

一
、 

受
験
資
格　

二
級
以
下
の
も
の　

作
品
に
は
支
部
名
・
級
・
氏
名
（
号
）
を
競
書
と
同

　
　
　
　
　
　
　

じ
く
硬
筆
用
紙
に
書
く
。

一
、 

受	

験	

料　

一
点
に
つ
き　

千
五
百
円
。

一
、 

成
績
に
よ
り
一
級
以
下
の
相
当
級
に
編
入
す
る
。

　
　

―
出
品
に
つ
い
て
の
注
意
―

一
、 

〆
切　

十
月
二
十
一
日　

発
表
十
二
月
号

一
、 

作
品
に
は
十
月
号
発
表
の
競
書
成
績
の
段
級
と
支
部
名
又
は
府
県
名
、 

氏
名
又
は
号
を

　
　

書
い
た
小
票 

（
た
て
11
セ
ン
チ
×
よ
こ
４
セ
ン
チ
・
競
書
用
出
品
券
使
用
可
） 

を
作
品
の

　
　

左
下
に
貼
付
す
る
。
又
作
品
左
下
隅
に
も
同
じ
く
鉛
筆
で
段
級
・
支
部
名
・
氏
名
を
記
入

　
　

す
る
。
硬
筆
部
は
『
硬
筆
用
紙
』
に
記
入
す
る
［
級
の
な
い
も
の
は
新
と
す
る
こ
と
］ 

。

一
、 

漢
字
部
・
か
な
部
・
詩
文
書
部
の
一
級
以
上
の
者
は
第
一
部 

［
半
切
］ 

へ
、
『
硬
筆
部
は

　
　

応
用
部
・
硬
筆
用
紙
で
』
出
品
の
こ
と
。

一
、 

各
部
で
昇
級
で
き
な
か
っ
た
者
は
氏
名
を
発
表
し
な
い 

（
規
定
違
反
も
同
じ
）
。

一
、 

昇
級
試
験
の
作
品
は
競
書
作
品
と
別
に
し
、 

必
ず
封
書
に	

「
昇
試
」 

と
朱
書
の
こ
と
。

一
、 

受
験
料
は
郵
便
振
替
に
て
作
品
と
同
時
に
送
付
の
こ
と
。

一
、 

提
出
し
た
作
品
は
一
切
返
却
し
な
い
。

◎
月
刊
「
日
本
書
道
」
十
月
号
に
添
付
の
『
出
品
一
覧
表
』
に
記
入
の
上
出
品
の
こ
と
。

◎
「
半
切
・
半
紙
」
出
品
作
品
に
は
雅
印
押
印
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
。

　
新
　
書
例
集
刊
行

　
日
本
書
道
院
役
員
、
審
査
会
員
の
作
品

　
日
本
書
道
院
展
公
募
一
科
、
並
び
に
同
人
。

　
毎
日
書
道
展
公
募
サ
イ
ズ
、　
二
尺
×
六
尺
、
二
・
四
尺
×
五
尺
の
サ
イ
ズ

　
漢
字
・
か
な
・
詩
文
書
二
〇
八
点
掲
載

一
、　
Ａ
４
判
　
　
　
　
上
製
本

一
、　
会
員
配
布
　
　
　
五
〇
〇
〇
円
　
　
　
送
料
込


